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特集

　

昨
今
、「
子
ど
も
の
貧
困
」，「
格
差
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
マ
ス
コ
ミ

や
報
道
で
よ
く
目
に
し
、
耳
に
す
る
。
こ
う
し
た
言
葉
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
子
ど
も
や
大
学
生
の
食
生
活
が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
沙
汰
さ
れ
、
な
か

に
は
、「
社
会
問
題
化
す
る
奨
学
金
」
と
い
う
、
現
在
の
大
学
生
・
大
学

卒
業
生
が
お
か
れ
た
生
活
状
況
を
象
徴
す
る
よ
う
な
見
出
し
ま
で
眼
に
つ

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
広
報
誌
『
Ｃ
・
Ｃ
Ｏ
Ｍ
』
は
、
今
日
の
大
学
生
の
生
活
に
関
連
す
る

「
福
山
市
立
大
学
生
協
」
と
店
舗
設
立
の
記
事
を
65
号
・
67
号
で
２
度
掲

載
し
た
。
２
回
の
記
事
は
、
福
山
市
立
大
学
生
協
設
立
の
い
き
さ
つ
と
そ

の
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
が
、
根
本
的
な
大
学
生
協
の
役
割
、「
ど

う
し
て
大
学
生
協
が
必
要
な
の
か
」、
と
い
う
こ
と
に
ま
で
に
触
れ
て
は

い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
今
68
号
で
は
、
福
山
市
立
大
学
生
協
の
店
舗
と
食
堂
を
実
際

に
訪
れ
て
、
学
内
の
雰
囲
気
に
ふ
れ
、
新
し
く
で
き
た
店
舗
・
食
堂
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
一
度
、
大
学
生
協
の
あ
り
方
と
実
態
を
紹
介
し

た
い
。（
文
責
・
Ｙ
）

日
本
の
「
大
学
生
活
」
は
、

本
当
に
豊
か
な
の
か
…

福山市立大学キャンパス

福山市立大学生協福山市立大学生協
充実の学生生活充実の学生生活

福山市立大学校舎

福山市立大学生協の生みの親、設立に努力した教員と学生の皆さん
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特集１：会員生協の挑戦

福山市立大学生協

　

福
山
の
玄
関
口
Ｊ
Ｒ
福
山
駅
か
ら

車
で
南
へ
約
15
分
、
福
山
市
港
町
に

あ
る
福
山
市
立
大
学
に
着
く
。
時
刻

は
午
後
４
時
過
ぎ
、
大
学
の
ほ
と
ん

ど
の
授
業
が
終
わ
る
時
間
で
あ
る
。

　

大
学
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
、
こ
の

４
月
６
日
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し

た
売
店
と
広
い
食
堂
ホ
ー
ル
（
約

４
１
０
席
）を
訪
れ
る
。
売
店
に
は
、

時
お
り
学
生
が
訪
れ
、
必
要
な
も
の

を
買
い
求
め
て
い
く
。
店
内
は
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
購

買
者
が
求
め
る
商
品
を
効
率
よ
く
陳

列
し
て
い
る
。
食
堂
ホ
ー
ル
入
口
に

は
、九
州・沖
縄
フ
ェ
ア
の
メ
ニ
ュ
ー

が
、
い
や
で
も
目
に
つ
く
よ
う
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
。
居
心
地
の
良
さ
そ

う
な
広
い
食
堂
ホ
ー
ル
で
は
、
既
に

授
業
を
終
え
た
学
生
の
グ
ル
ー
プ

が
、
所
々
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
語

ら
い
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
ま
た
、
ぽ

学
生
生
活
を
豊
か
に
し
、
食

生
活
を
満
た
す
新
し
い
空
間

つ
ん
、
ぽ
つ
ん
と
一
人
で
テ
ー
ブ
ル

に
座
り
書
籍
を
広
げ
て
、
そ
の
場
を

自
習
の
空
間
に
利
用
し
て
い
る
学
生

も
何
人
か
い
る
。

　

授
業
が
終
わ
っ
た
の
か
、
各
教
室

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
生
徒
が

教
室
と
食
堂
ホ
ー
ル
を
結
ぶ
通
路
に

あ
ふ
れ
る
。
２
人
、
３
人
と
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
語
ら
い
な
が
ら
歩
を
進

め
る
様
子
は
、
学
問
の
府
で
あ
る
典

型
的
な
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
光
景
を

現
出
し
て
い
る
。

　

福
山
市
立
大
学
は
、
２
０
１
１
年

４
月
、
福
山
市
港
町
に
開
学
し
た
、

比
較
的
新
し
い
公
立
大
学
で
あ
る
。

教
育
学
部
と
都
市
経
営
学
部
を
有

し
、
約
１
，
０
０
０
名
の
学
生
と
約

１
０
０
名
の
教
職
員
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
大
学
で
は
、
大
学
に
は
欠
か

せ
な
い
売
店
と
食
堂
が
、
開
学
当
初

か
ら
、
民
間
業
者
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
利
用
者
の
要

望
に
応
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の

か
、
２
度
目
の
業
者
が
、
２
０
１
７

年
７
月
に
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

こ
で
、「
大
学
生
協
」
の
設
立
の
声

が
起
こ
っ
た
の
は
，
当
然
の
帰
結

だ
っ
た
。

必要なものを生協店舗で購入する学生たち

生活必需品が並べられた店内の棚昼休みの昼食時間、食堂ホールは、学生達で混み合う

食堂ホールの九州・沖縄フェアに合わせた商品が店舗にも九州・沖縄フェアの商品メニューが食堂ホール入口に掲示！昼の食事時以外にも憩いや談笑の場として食堂ホールを利用

福山市立大学生協設立当時について語
る正保正惠副学部長（生協理事長）
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特集１：会員生協の挑戦

福山市立大学生協

「
必
要
」
な
ら
自
分
た
ち
で
…

　

今
日
、
大
学
の
学
生
・
院
生
・
留

学
生
・
教
職
員
の
大
学
生
活
の
充
実

に
、
大
学
生
協
を
欠
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

昨
今
の
大
学
で
は
、
大
学
生
協
設

立
は
、
入
学
志
望
者
を
増
や
す
た
め

の
施
策
と
し
て
、
大
学
自
ら
が
主
導

し
後
押
し
を
す
る
場
合
が
多
い
な
か

で
、
福
山
市
立
大
学
で
は
、
学
生
自

ら
「
必
要
な
ら
つ
く
れ
ば
い
い
…
」

と
大
学
生
協
設
立
に
立
ち
上
が
っ
た

の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
自
分
た
ち
が
利
用
し
た

く
な
る
よ
う
な
食
堂
や
売
店
を
自
分

た
ち
の
手
で
！
」
と
、
学
生
有
志
が

２
０
１
５
年
に
「
生
協
設
立
準
備
会

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
と
い
う
学
内
団
体

を
結
成
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
「
大
学
生

協
」
を
検
索
す
る
と
、「
大
学
生
協

の
４
つ
の
使
命
」『
共
同
』、『
協
力
』、

『
自
立
』、『
参
加
』
が
ま
ず
書
か
れ

て
い
る
。
福
山
市
立
大
学
の
学
生
有

志
は
、
ま
さ
に
こ
の
大
学
生
協
の
４

つ
の
使
命
を
、
自
ら
の
手
で
計
画
し

実
行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

　

有
志
達
は
、他
大
学
の
生
協
訪
問
、

視
察
。
岡
山
大
学
や
広
島
大
学
、
さ

ら
に
は
奈
良
県
立
大
学
に
ま
で
，
自

己
負
担
で
出
か
け
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
学
生
の
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
を

知
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実

施
。
さ
ら
に
、
大
学
に
提
出
す
る
た

め
の
設
立
要
望
署
名
集
め
、
等
々
。

そ
の
熱
意
は
教
員
は
も
と
よ
り
大

学
職
員
を
も
動
か
す
力
と
な
り
、

２
０
１
７
年
６
月
に
「
生
協
設
立
を

目
指
す
学
内
合
意
」
を
得
る
に
到
っ

た
。

　

そ
の
後
も
、
学
生
達
の
パ
ワ
ー
は

衰
え
る
こ
と
な
く
、
発
起
人
の
呼
び

か
け
に
８
７
３
名
も
の
賛
同
署
名
を

集
め
た
。
２
０
１
７
年
12
月
８
日
に

は
創
立
総
会
が
開
か
れ
、
書
面
議
決

書
を
含
め
た
６
９
９
名
の
学
生
、
教

職
員
が
参
加
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成

に
よ
っ
て
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
２
０
１
８
年
１
月
に

は
設
立
認
可
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
４
月
３
日
プ
レ
オ
ー

プ
ン
。
６
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
田
丸
学
長
や
保
護
者

組
織
で
あ
る
教
育
振
興
会
の
渡
辺
会

長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
詰
め
か

け
た
大
勢
の
学
生
や
教
職
員
が
、
心

を
一
つ
に
し
て
福
山
大
学
生
協
の
設

立
と
、
店
舗
・
食
堂
ホ
ー
ル
の
オ
ー

プ
ン
を
祝
っ
た
。
そ
し
て
、
早
速
食

堂
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
思
い
思
い
に

席
を
占
め
、
開
店
記
念
メ
ニ
ュ
ー
に

舌
鼓
を
う
っ
た
の
で
あ
る
。

ホールで出会った幼児教育学科４年竹迫春香さん。よく利用するという

福山市立大学生協設立総会　採決の様子オープニングセレモニー（左から２人目が正保正惠理事長）

店頭入口に貼られたオープン記念セールのお知らせショップのレジ風景（組合員証で電子マネー払いも可能）

昼食時、出食レーンの様子生協・共済加入受付カウンターの様子 寄せられた祝電やお祝いのメッセージ！
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特集１：会員生協の挑戦

福山市立大学生協

　

今
年
１
月
に
設
立
認
可
を
得
た
福

山
市
立
大
学
生
協
。
引
き
続
き
４
月

６
日
は
「
店
舗
オ
ー
プ
ン
」、「
在
籍

す
る
学
生
や
教
職
員
へ
の
加
入
の
推

進
」、「
入
学
す
る
新
入
生
へ
の
生
協

加
入
と
学
生
総
合
共
済
や
大
学
推
奨

パ
ソ
コ
ン
の
提
案
」
と
い
っ
た
３
つ

を
同
時
並
行
で
進
め
る
と
い
う
、
全

国
の
大
学
生
協
の
な
か
で
も
特
別
な

新
学
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

こ
そ
大
学
生
協
が
存
在
し
，
果
た
せ

る
役
割
だ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
、
現
在
の
大
学
生
が
お
か

れ
て
い
る
経
済
的
困
難
や
食
生
活
問

題
の
こ
と
に
触
れ
た
が
、
福
山
市
立

大
学
で
も
そ
う
し
た
状
況
の
例
外
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
行
き
過
ぎ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
自
由
競
争
の
進
展
に

よ
っ
て
、
格
差
が
広
が
り
、
一
見
豊

か
に
は
見
え
る
日
本
社
会
も
、「
格

差
」
の
ひ
ろ
が
り
に
よ
っ
て
、
大
学

生
の
学
生
生
活
は
も
と
よ
り
、
卒
業

後
の
生
活
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

お
か
れ
て
い
る
の
だ
。

　

福
山
市
立
大
学
の
大
学
生
協
設
立

の
経
緯
を
見
て
、
改
め
て
「
協
同
組

合
」
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
た
。

協
同
組
合
の
定
義
・
原
則
の
冒
頭
に
、

〜
協
同
組
合
は
、
共
同
で
所
有
し
民

主
的
に
管
理
す
る
事
業
体
を
通
じ
、

共
通
の
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的

ニ
ー
ズ
と
願
い
を
満
た
す
た
め
に
自

発
的
に
手
を
結
ん
だ
人
々
の
自
治
的

な
組
織
〜
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
福

山
市
立
大
学
の
大
学
生
協
設
立
の
経

緯
を
見
て
い
る
と
、
同
大
学
は
、
生

協
の
存
在
を
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
そ
の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

益
々
厳
し
く
な
る
大
学
生
の
生
活

と
経
済
。
こ
れ
を
守
る
に
は
、
自
分

で
解
決
し
て
い
く
他
に
な
い
。
し
か

し
、
一
人
一
人
の
ち
か
ら
に
は
限
界

が
あ
る
。そ
れ
を
解
決
す
る
の
は『
協

同
』
の
力
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

福
山
市
立
大
学
の「
有
志
た
ち
」面
々

は
、
そ
の
こ
と
を
実
践
し
て
の
け
た

の
で
あ
る
。

　

昼
の
喧
噪
の
食
事
時
間
を
終
え
、

授
業
が
終
わ
る
放
課
後
の
時
間
に
、

広
い
食
堂
ホ
ー
ル
の
学
生
達
の
ふ
れ

あ
い
の
光
景
を
見
て
い
る
と
、
自
分

の
生
活
を
満
た
す
の
は
、
手
を
こ
ま

ね
く
だ
け
で
な
く
、
自
ら
率
先
し
て

一
人
一
人
の
「
意
思
」
と
「
ち
か
ら
」

を
集
め
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
す
る
。
歓
談
す
る
グ
ル
ー
プ
、
そ

し
て
一
人
で
学
習
す
る
学
生
達
の
姿

は
、
新
し
い
学
生
生
活
の
姿
を
現
出

し
て
い
る
。（
文
責
・
Ｙ
）

自
分
た
ち
で
生
活
を
満
た
す

お昼の食事はもとより、広くて明るい食堂ホールは、まさに学生達の”憩いと語らいの場”
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特　　報

2018 通常総会＆第１回トップセミナー

　

２
０
１
８
年
広
島
県
生
協
連
合
会
「
通
常
総
会
」
と
第
１

回
「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
去
る
６
月
20
日
（
水
）
広
島

市
中
区
の
メ
ル
パ
ル
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
、
定
刻
に
始
ま
っ
た
総
会
は
、
開
会
宣
言
に
は

じ
ま
っ
て
・
資
格
審
査
報
告
・
議
長
選
出
と
紹
介
・
書
記
任

命
が
行
わ
れ
、
岡
村
信
秀
会
長
理
事
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　

会
長
理
事
の
挨
拶
の
後
、
５
名
の
来
賓
を
代
表
し
て
、
森

永
智
絵
環
境
県
民
局
長
と
広
島
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
籾

田
清
会
長
の
お
二
人
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
１
号
・
２
号
・
３
号
議
案
の
提
案
が
あ
り
、

高
田
公
喜
専
務
理
事
が
、
提
案
説
明
と
監
査
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
活
動
方
針
を
深
め
る
た
め
の
発
言
・
質
疑

が
あ
り
、
議
案
は
採
決
に
入
り
、
出
席
議
員
の
挙
手
に
よ
っ

て
、
３
つ
の
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
任
役
員
紹
介
・
退
任
役
員
へ
の
感
謝
状
授
与

が
あ
り
、
書
記
解
任
、
議
長
退
任
が
済
み
、
横
山
理
事
の
挨

拶
で
通
常
総
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。（
文
責
・
Ｙ
）

開会の挨拶をする岡村会長理事

通
常
総
会

来賓を代表して挨拶をする森永環境県民局長

来賓を代表して挨拶をする籾田 JA 中央会会長

総会議案の説明をする高田専務理事
（下）総会会場

総会に先立って議長に選出された
因島生協藤井理事

（下）新しく役員に任命された杉田、賀楽、檀浦、
片岡各理事

退任された旧役員に感謝状が贈られました
上は、岡氏。下は近江氏

活動方針を深めるために発言する各氏。日立造船因島生協神野理事長（左上）、広島医療生協
寺本理事（右上）、生協ひろしま岩永理事（左下）、中央保健生協藤井組織部課長（右下）

総会議案は、挙手によって議決された

閉会の挨拶をする横山常務理事

通常総会会場の様子
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特　　報

2018 通常総会＆第１回トップセミナー

　

２
０
１
８
年
度
通
常
総
会
後
、
第

１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
演
題
は
、『
２
０
３
０

環
境
目
標
検
討
委
員
会
報
告
〜
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
時
代
の
生
協
の
取
り
組
み
〜
』。

講
師
の
日
本
生
協
連
合
会 

サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
部
長
板
谷
伸
彦
氏

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
講
演
し
ま
し
た
。

　

板
谷
氏
は
、
ま
ず
、
２
０
１
５

年
の
歴
史
的
変
化
と
し
て
、
①
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
パ
リ
協
定
が
生
ま
れ
た

２
０
１
５
年
は
歴
史
的
な
年
。
環
境

や
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
，
生
協
へ

の
期
待
・
要
請
が
急
速
に
強
ま
っ
た
。

②
生
協
運
動
の
先
輩
方
は
こ
れ
ま
で

も
各
時
代
の
要
請
に
応
え
て
生
協
の

事
業
を
革
新
し
て
き
た
。
③
今
日
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
要
請
に
応

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
３

つ
の
項
目
を
挙
げ
、
こ
の
日
の
講
演

の
主
目
的
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、Sastaibnable  

Developm
ent  Goals

の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
、２
０
１
５
年
９
月
、

国
連
が
掲
げ
た
17
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
で
す
。
協
同
組
合
は
、
そ
の

特
質
か
ら
、
も
て
る
役
割
発
揮
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
持
続
可
能
性
の

構
築
者
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
板
谷
氏
は
ま
ず

印
象
付
け
ま
し
た
。
特
に
、
12
月
の

パ
リ
協
定
で
は
、
気
候
変
動
に
関
す

る
長
期
目
標
、
２
０
２
０
年
度
の
気

温
上
昇
『
２
℃
未
満
』
と
い
う
厳
し

さ
は
、
企
業
・
組
織
へ
の
社
会
的
役

割
が
増
し
、
事
業
革
新
の
必
要
性
が

問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
そ
の

う
え
で
、生
協
が
社
会
か
ら
の
期
待・

要
請
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る
か
、
ま

た
応
え
て
い
く
か
を
、①
方
法
論「
企

業
行
動
指
針
」，
②
目
標
設
定
、
③

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
３
つ
の

ス
テ
ッ
プ
で
強
調
。

　

そ
の
う
え
で
、「
気
候
変
動
問
題

へ
の
対
応
」、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
環

境
対
応
の
検
討
」、
と
講
演
を
進
め
、

生
協
の
強
み
を
発
揮
す
る
に
は
何
が

必
要
か
を
問
い
か
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、生
協
の
起
動
点
は
組
合
員
の「
自

分
ご
と
意
識
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
、
そ
の
必
要
性
を
促
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
板
谷
氏
は
、
今
後
に
向
け

て
の
生
協
の
役
割
は
、「
地
域
」、「
協

同
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
３
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
想
定
し
、
環
境
事
業
推

進
部
＆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
を

総
合
化
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
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特　集　２

2018 平和活動キックオフ　ヒバクシャ国際署名

２
０
１
８
「
平
和
活
動
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」
開
催
『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
』

　

広
島
県
生
協
連
は
、
５
月
25
日
、

合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
、
２
０
１
８
「
平
和

活
動
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」を
開
催
し
、

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
、
友
誼
団

体
、
生
協
の
組
合
員
や
役
職
員
、
約

70
名
が
参
加
し
た
。

　

情
勢
報
告
で
は
、
広
島
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
岩
崎
静
二
常
務
理
事
よ
り

核
兵
器
を
取
り
巻
く
現
状
・
リ
ス
ク
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討

会
議
第
２
回
準
備
委
員
会
に
お
い

て
、
松
井
広
島
市
長
が
世
界
各
国
の

代
表
者
と
交
流
し
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
国
連
で
の
各
国
政
府
へ
の
働

き
か
け
な
ど
の
平
和
首
長
会
議
の
取

り
組
み
報
告
が
あ
り
、
２
０
２
０
年

に
向
け
て
さ
ら
に
活
動
を
活
発
化
さ

せ
た
い
と
決
意
表
明
し
た
。

　

次
に
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
広

島
県
推
進
連
絡
会
前
田
耕
一
郎
事
務

局
長
（
広
島
県
被
団
協
事
務
局
長
）

が
、
連
絡
会
発
足
と
当
生
協
連
に
事

務
局
を
依
頼
し
た
経
緯
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

続
い
て
、
岩
永
昌
子
組
織
平
和
委

員
よ
り
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の

取
り
組
み
や
２
０
１
８
市
民
平
和
行

進
の
日
程
、
２
０
１
８
ピ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
in
ヒ
ロ
シ
マ
の
概
要
報
告
が

あ
っ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
昨
年
「
み
ん
な
の

ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
た
広
島
県
立
福

山
工
業
高
校
が
制
作
し
た
細
工
町
の

Ｖ
Ｒ
の
上
映
と
、
安
田
女
子
大
学
書

道
部
よ
り
田
中
凛
子
さ
ん
か
ら
、
虹

の
ひ
ろ
ば
で
の
大
書
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
県
外
出
身
の
学
生
と
の
平
和
交

　

５
月
21
日
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
広
島
県
推
進
連
絡
会
が
街
頭
署
名

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
街
頭
署
名
に

は
、
25
人
が
参
加
し
、
２
２
８
筆
が

集
ま
っ
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
連
絡
会
発
足
後
初

め
て
の
街
頭
署
名
活
動
と
い
う
こ
と

で
、
新
聞
社
５
社
、
テ
レ
ビ
局
４
社

の
取
材
が
あ
り
、
ま
た
、
広
島
平
和

記
念
公
園
内
元
安
橋
で
の
街
頭
で
の

呼
び
か
け
は
、
多
く
の
外
国
の
方
達

に
積
極
的
に
署
名
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

広
島
県
被
団
協
の
佐
久
間
邦
彦
理

事
長
は
、「
米
朝
首
脳
会
談
が
予
定

さ
れ
る
中
、
核
廃
絶
の
訴
え
を
署
名

で
表
わ
す
こ
と
が
重
要
だ
」
と
呼
び

か
け
、
広
島
県
被
団
協
（
坪
井
理
事

長
）
の
箕
牧
智
之
副
理
事
長
は
、「
核

兵
器
廃
絶
は
世
界
の
流
れ
」
と
強
調

し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

署
名
に
協
力
い
た
だ
い
た
外
国
の

方
か
ら
、「
人
間
の
過
去
の
過
ち
を

学
ぶ
た
め
に
広
島
に
来
た
。
核
兵
器

が
な
け
れ
ば
も
っ
と
安
全
な
世
界
に

な
る
は
ず
だ
」
と
の
声
が
。
ま
た
、

署
名
に
協
力
い
た
だ
い
た
被
爆
者
の

方
か
ら
は
「
母
が
、
か
ば
っ
て
く
れ

た
お
か
げ
で
助
か
っ
た
。
同
じ
よ
う

な
体
験
を
誰
に
も
二
度
と
し
て
ほ
し

く
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
努
力
で
、
広

島
県
内
で
集
ま
っ
た
署
名
数
は
、
５

月
末
現
在
、
41
万
筆
を
超
え
た
。

「
報
告
：
広
島
県
生
協
連
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
広
島
県
推
進
連
絡
会
事
務

局
）
森
畠
哲
司
」

流
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
い
た
。

　

終
わ
り
に
高
田
公
喜
専
務
理
事

が
、「
過
去
の
原
爆
投
下
の
つ
ら
い

話
が
明
る
い
未
来
へ
繋
が
る
よ
う
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
か
け
集
会

は
閉
会
し
た
。

（
報
告
：
広
島
県
生
協
連 

森
畠
哲
司
）

広島平和文化センター岩﨑常務理事

会場の様子

安田女子大学田中さん

街
頭
署
名
に
取
り
組
み
ま
し
た
！

署
名
数
は
41
万
筆
を
超
え
ま
し
た
！

街頭署名の様子

横断幕を持って呼びかけました
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特　集　２

平和活動「特別寄稿」

　

例
年
、
沖
縄
地
方
は
、
６
月
23
日

前
後
に
梅
雨
明
け
す
る
。
私
た
ち

が
６
月
22
日
に
現
地
入
り
し
た
時
に

は
、
す
で
に
気
温
は
30
℃
を
越
え
、

亜
熱
帯
特
有
の
湿
度
が
絡
ん
で
、
い

ま
の
旬
な
言
い
方
で
言
う
と
、
じ
め

じ
め
感
は
「
半
端
な
か
っ
た
」。

　
「
慰
霊
の
日
」
の
６
月
23
日
、
沖

縄
県
で
は
、
県
民
の
追
悼
が
各
所
で

開
催
さ
れ
る
。
糸
満
市
の
平
和
祈
念

公
園
で
は
、
安
倍
首
相
が
参
加
し
た

追
悼
式
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
を
同
じ

く
し
て
、
平
和
創
造
の
森
公
園
で

は
、
沖
縄
の
生
協
主
催
で
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
、
わ
れ
わ
れ
も
参
加
し
た
。
今
年

は
、
取
り
組
み
25
年
の
節
目
の
年
と

い
う
こ
と
で
全
国
に
呼
び
掛
け
、
日

本
全
土
か
ら
８
生
協
・
連
合
会
19
名

が
参
加
し
た
。
大
会
へ
の
全
体
の
参

加
者
は
、
地
元
参
加
を
含
め
て
総
勢

約
３
０
０
名
に
も
な
っ
た
。

　

73
年
前
、「
鉄
の
暴
風
」
と
称
さ

れ
る
爆
弾
と
砲
撃
に
よ
り
、
豊
か
な

自
然
の
沖
縄
は
焦
土
と
化
し
た
。
沖

縄
の
地
上
で
は
、
動
く
も
の
は
撃
た

れ
、
火
炎
放
射
器
で
焼
き
尽
く
さ
れ

た
。
そ
の
地
上
戦
で
消
滅
さ
れ
た
緑

を
取
り
戻
す
た
め
、
米
軍
は
、
食
糧

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
雑
草
の
種

を
空
か
ら
散
布
し
た
と
聞
い
た
。

　

沖
縄
の
生
協
が
企
画
し
た
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
に
毎
年

参
加
し
て
い
る
吉
川
善
智
さ
ん(

74

歳)

か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

吉
川
さ
ん
の
父
親
は
、
当
時
捕
虜

と
し
て
ハ
ワ
イ
の
捕
虜
収
容
所
に
収

容
さ
れ
、
吉
川
さ
ん
は
お
母
さ
ん
と

お
姉
さ
ん
と
３
人
で
宜
野
湾
市
に
暮

ら
し
て
い
た
。「
母
は
、
米
軍
の
上
陸

作
戦
が
始
ま
る
と
私
を
抱
き
、
姉
の

手
を
引
き
な
が
ら
命
か
ら
が
ら
沖
縄

北
部
に
逃
げ
ま
し
た
。
私
が
一
歳
の

時
で
し
た
。
母
が
北
に
逃
げ
た
か
ら

家
族
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
吉
川
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
た
。
北

に
逃
れ
て
も
、
雑
草
を
食
べ
つ
く
す

ほ
ど
の
食
料
難
が
続
い
た
と
い
う
。

　

吉
川
さ
ん
は
毎
年
、
慰
霊
の
日
の

こ
の
生
協
の
取
り
組
み
に
宜
野
湾
市

か
ら
奥
さ
ま
と
参
加
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
那
覇
市
か
ら
南
部
方
面
に

逃
げ
た
家
族
は
、
実
に
４
割
以
上
が

一
家
を
惨
殺
さ
れ
て
い
る
。「
ひ
め

ゆ
り
」
や
「
ず
ゐ
せ
ん
」
の
慰
霊
搭

が
あ
る
沖
縄
南
部
で
は
、「
最
後
の

一
名
に
な
る
ま
で
戦
え
」
と
い
う
命

令
が
出
さ
れ
、
解
散
命
令
が
出
た
あ

と
も
１
０
０
名
以
上
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。

自
然
豊
か
で
心
温
か
い
人
々
が
住
む
沖
縄
　
慰
霊
の
日

　

２
０
１
８
年
６
月
23
日
。
今
年
も

暑
い
一
日
で
あ
っ
た
。

　

わ
ず
か
２
時
間
だ
が
歩
く
と
フ
ラ

フ
ラ
に
な
る
暑
さ
で
あ
っ
た
。

　

73
年
前
の
４
月
１
日
、
米
軍
に
よ

る
沖
縄
本
土
侵
攻
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
長
き
日

は
砲
弾
の
炸
裂
音
の
絶
え
る
こ
と
の

な
い
日
々
で
あ
り
、
想
像
を
絶
す
る

も
の
が
あ
る
。

　

当
時
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
よ
う

に
「
護
郷
隊
」
と
い
う
少
年
兵
部
隊

が
組
織
さ
れ
山
に
潜
み
約
１
０
０
０

名
の
少
年
兵
が
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し

た
と
い
う
。
13
歳
か
ら
15
歳
の
少
年

兵
た
ち
は
、「
日
本
を
守
れ
」
と
教

育
さ
れ
、
上
官
か
ら
は
「
貴
様
ら
の

命
は
鳥
よ
り
軽
い
」
と
味
方
の
言
葉

で
も
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
っ
た
の

だ
。

　

つ
い
最
近
ま
で
家
族
に
も
話
せ
な

い
き
つ
い
訓
練
と
教
育
を
受
け
た
元

少
年
兵
の
皆
さ
ん
が
少
し
ず
つ
当
時

の
様
子
を
語
り
始
め
て
い
る
。
当
時

日
本
は
、
17
歳
以
上
が
兵
士
と
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
法
令
を
変
え
て
14

歳
以
上
で
自
ら
の
意
志
で
参
加
す
る

法
律
に
変
え
ら
れ
た
。

　

沖
縄
の
皆
さ
ん
は
、若
い
人
も「
本

土
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
。

　

今
も
基
地
問
題
は
、
沖
縄
の
人
々

に
と
っ
て「
譲
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
沖
縄
は
、
過
去
を

忘
れ
ず
そ
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
観
光
立
県
と
し
て
人
気
が
高
い
。

そ
の
沖
縄
の
土
を
踏
ん
だ
訪
問
者
と

し
て
、
い
つ
ま
で
も
そ
う
し
た
沖
縄

で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
願
う
。

　

戦
争
の
愚
か
さ
と
哀
し
み
を
知

り
「
命(

ぬ
ち)

ど
ぅ
宝(

た
か
ら)

」

の
心
で
共
に
未
来
を
担
い
た
い
。
沖

縄
の
皆
さ
ん　

あ
り
が
と
う=

「
え

ふ
ぇ
ー
で
ー
び
る
」

特
別
寄
稿

ウォーク後の集会の様子

参加した皆さんと（左から２人目が高田専務）サトウキビ畑のなかを 73 年前を思い…

広
島
県
生
協
連
合
会
専
務
理
事
　
高
田
公
喜



　

周
辺
に
大
小
８
カ
所
の
仮
設
団
地

が
４
０
１
戸
あ
り
ま
す
。
最
初
は

緊
張
気
味
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
が
、

徐
々
に
手
際
も
よ
く
な
り
、
食
べ
ら

れ
た
方
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
よ
」

「
広
島
か
ら
あ
り
が
と
う
」
の
声
に

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

５
月
30
日
（
水
）

場
所
：
益
城
町
赤
井
仮
設
団
地

 　

生
協
く
ま
も
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
毎
月
「
こ
ー
ぷ
喫
茶
」
を
開

催
し
て
い
る
所
で
す
。
震
災
か
ら
２

年
経
ち
、
支
援
活
動
が
減
っ
て
い
る

中
、
こ
の
活
動
を
大
変
喜
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

５
月
30
日
（
水
）

場
所
：
馬
水
東
道
仮
設
団
地

 　

56
戸
約
１
０
０
名
の
方
が
お
住
ま

い
の
仮
設
団
地
で
す
。
お
好
み
焼
き

を
焼
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
興
味
津
々

に
眺
め
な
が
ら
、
気
さ
く
に
話
し
か

け
て
く
れ
る
方
た
ち
に
、
お
好
み
焼

き
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
報
告
：
生
協
ひ
ろ
し
ま
広
報
担
当
）
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熊本震災支援活動・けんこうチャレンジ 2018

　

広
島
県
生
協
連
で
は
、
毎
年
７
月

１
日
～
10
月
31
日
ま
で
『
け
ん
こ

う
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。『
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
』と
は
、

―
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
健
康
づ
く

り
の
習
慣
を
身
に
つ
け
生
活
習
慣
改

善
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
―
と
い
う
も

の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
広
島
や
生
協
ひ
ろ
し
ま
も
共
催

す
る
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
取
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
近
年

で
は
、
広
島
県
と
も
共
同
で
取
り
組

む
な
ど
県
内
全
体
を
巻
き
込
ん
で
健

康
づ
く
り
運
動
を
推
進
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨

年
度
は
広
島
県
全
体
で
な
ん
と
９
，

３
０
６
人
も
が
参
加
す
る
こ
と
と
な

り
、
今
年
度
は
全
体
で
一
万
人
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

広
島
医
療
生
協
で
は
現
在
、
小
学

校
や
幼
稚
園
、
地
域
の
自
治
会
等
を

訪
問
し
取
り
組
み
の
拡
大
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
低
学
年
を

中
心
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
を
し

て
く
だ
さ
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
生
協
組
合
員
の
班
や
サ
ー
ク
ル

で
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
今
年
８
月
に
は
、
各
生
協
や

広
島
県
の
取
り
組
み
を
交
流
す
る
企

画
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
で
は
、
今
後
も
広
く
広
島

県
民
に
「
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
こ
と
を
知
っ
て
頂
き
、
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

(

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８

事
務
局　

広
島
医
療
生
協)

『
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
』が
ス
タ
ー
ト
！

「
広
島
お
好
み
焼
き
隊
」
が

 
熊
本
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　

５
月
28
日
～
31
日
、
熊
本
震
災
支

援
の
た
め
、
組
合
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
人
、
職
員
３
人
の
６
名
で
、
昨
年

に
続
き
２
回
目
の
、
被
災
地
に
お
好

み
焼
き
を
振
る
舞
う
「
広
島
お
好
み

焼
き
隊
」
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

事
前
に
、
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
（
株
）

W
ood Egg

お
好
み
焼
き
館
で
焼
き

方
の
研
修
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
た
ち

は
、
仮
設
団
地
な
ど
３
カ
所
で
計

１
５
０
枚
の
お
好
み
焼
き
を
焼
き
、

被
災
地
の
み
な
さ
ん
に
食
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

５
月
29
日
（
火
）

場
所
：
南
阿
蘇
村
役
場
駐
車
場

～
熊
本
震
災
支
援
活
動
～　
生
協
ひ
ろ
し
ま

フ
レ
イ
ル
予
防
に『
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

参
加
者
数
１
万
人
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
！
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事務局だより

●
問
合
せ
／
広
島
県
総
務
局
広
報
課

　

☎
０
８
２
（
５
１
３
）
２
３
７
８

広島県庁から　消費者ネット広島　理事会・委員会報告

第
２
回
組
織
平
和
委
員
会
報
告

■
開
催
日　

６
月
６
日

□
主
な
協
議
・
報
告
事
項

・
２
０
１
８
平
和
活
動
キ
ッ
ク
オ
フ

　

集
会
振
り
返
り

・
２
０
１
８
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in

　

ヒ
ロ
シ
マ
に
つ
い
て

・
２
０
１
８
「
戦
争
も
核
兵
器
も
な

　

い
平
和
な
世
界
を
」
市
民
の
集
い

　

に
つ
い
て

・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
取
組
状

　

況
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

・
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８

　

に
つ
い
て

・
２
０
１
８
年
度
広
島
県
生
協
連
学

　

習
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

　

て
・
平
成
29
年
度
「
意
識
調
査
」
結
果

　

に
つ
い
て

第
１
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
報
告

■
開
催
日　

５
月
30
日

□
主
な
協
議
・
報
告
事
項

・
各
生
協
経
営
状
況
報
告
交
流

・
福
祉
介
護
委
員
会
の
２
０
１
８
年

　

度
計
画
の
具
体
化
に
つ
い
て

・
介
護
人
材
実
態
調
査
結
果
報
告

・
県
北
に
お
け
る
生
協
間
連
携
、
地

　

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
報
告

理
事
会
・
委
員
会
報
告

　

近
年
、
振
り
込
め
詐
欺
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
詐
欺
な
ど

の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
存

在
し
て
い
ま
す
。
情
報
を
知
り
、
被

害
に
あ
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た

被
害
に
あ
っ
た
と
き
の
対
処
法
に

つ
い
て
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

不
安
を
あ
お
り
契
約
さ
せ
る

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
点
検
商
法

（
２
０
１
８
年
５
月
16
日 

独
立
行
政

法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

見
守
り

新
鮮
情
報
第
３
０
８
号
よ
り
）

【
事　

例
】

　
「
近
く
で
屋
根
工
事
を
し
て
い
た

ら
、
お
宅
の
瓦
が
傷
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
た
の
で
点
検
し
た
い
」
と
業

者
が
訪
問
し
て
き
た
。点
検
し
た
後
、

業
者
が
撮
影
し
た
瓦
の
映
像
を
見
せ

ら
れ
、「
か
な
り
ひ
ど
い
。
こ
の
ま

ま
で
は
雨
漏
り
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
す
ぐ
に
工
事
を
し
た
ほ
う
が
い

い
」と
言
わ
れ
た
。
迷
っ
て
い
る
と
、

「
た
ま
た
ま
今
日
こ
の
地
域
に
来
て

い
る
の
で
今
で
な
い
と
契
約
出
来
な

い
」
と
せ
か
さ
れ
、
約
40
万
円
の
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
不
安
に
な
っ

て
、
や
め
た
い
と
連
絡
し
た
が
、「
も

う
キ
ャ
ン
セ
ル
は
出
来
な
い
」
と
怒

鳴
ら
れ
た
。（
70
歳
代　

女
性
）

 

ひ
と
こ
と
助
言

★
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
の
勧
誘

が
目
的
と
い
う
こ
と
を
告
げ
ず
点
検

を
持
ち
掛
け
、
不
安
を
あ
お
っ
て
契

約
を
せ
か
す
と
い
う
「
点
検
商
法
」

の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

家
族
や
周
囲
の
人
も
高
齢
者
の
様
子

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。    

★
「
点
検
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
訪
問

し
て
く
る
業
者
に
は
応
対
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。   

★
点
検
を
依
頼
し
た
場
合
で
も
、
結

果
を
う
の
み
に
し
な
い
で
、
冷
静
に

受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
別

の
専
門
家
等
に
確
認
し
て
、
複
数
の

見
積
り
を
取
る
な
ど
、
決
し
て
そ
の

場
で
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。   

★
法
定
の
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て

か
ら
８
日
以
内
で
あ
る
等
の
場
合
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。   

★
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
自

治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
） 

（
消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島　

宗
山
事
務
局
長
）

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
情
報

広
島
県
庁
か
ら 

…
… 

②

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

手
口
を
知
ろ
う
⑧

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
１
弾
・
ひ
ろ
し
ま
県
民
だ
よ

り
夏
号
を
チ
ェ
ッ
ク
！

広
島
県
の
取
組
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
、
年

４
回
発
行
し
て
い
る
「
ひ
ろ
し
ま
県
民
だ
よ
り
」。 

７

月
１
日
に
発
行
し
た
夏
号
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

身
近
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
情
報
を
お
伝
え
す
る
た

め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
！

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
話
題
の『
働
き
方
改
革
』。

『
働
き
方
改
革
』
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど

結
局
何
の
こ
と
？　

と
い
う
声
に
お
答
え
す
る
と
と

も
に
、
県
の
取
組
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け

て
４
月
か
ら
県
内
各
地
で
合
宿
を
し
て
い
る
メ
キ
シ

コ
選
手
団
に
関
す
る
情
報
や
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
こ
と
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
し
ま
県
民
だ
よ
り
」
は
県
内
の
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
県
政
情
報
ラ
ッ
ク

で
手
に
入
れ
ら
れ
る
ほ
か
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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MESSAGE

広島県生活協同組合連合会
〒 730-0802　広島市中区本川町 2-6-11 
第７ウエノヤビル ５F　
TEL 082-532-1300 FAX 082-232-8100
E-mail : kenren.h@proof.ocn.ne.jp 
URL : http://hiroshima.kenren-coop.jp

広島市立基町高等学校 教諭

橋本　一貫
はしもと　　かずぬき

●プロフィール
1959 年 ( 昭和 34 年 )　６月広島市に生まれる
1978 年 ( 昭和 53 年 )　広島市立基町高等学校卒業
1982 年 ( 昭和 57 年 )　大阪芸術大学卒業
	 　　　　広島市立牛田中学校赴任
1992 年 ( 平成 4 年 )　  広島市立船越中学校赴任
1999 年 ( 平成 11 年 )　広島市立基町高等学校赴任
2015 年 ( 平成 27 年 )　広島市教育長賞
2016 年 ( 平成 28 年 )　文部科学大臣優秀教職員表彰受賞

被
爆
体
験
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に

　
「
次
世
代
と
描
く
原
爆
の
絵
」
の

取
り
組
み
は
、
原
爆
被
害
の
実
相
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
被

爆
体
験
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
平

成
16
年
度
か
ら
広
島
平
和
記
念
資

料
館
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で

す
。
平
成
19
年
度
に
広
島
平
和
記

念
資
料
館
か
ら
の
制
作
の
依
頼
が
あ

り
、
そ
の
年
か
ら
11
年
間
で
40
名
の

被
爆
証
言
者
の
方
々
か
ら
聞
き
取
り

を
行
い
、
延
べ
１
２
７
名
の
生
徒
が

１
３
４
点
（
場
面
）
の
原
爆
の
絵
を

制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
原
爆
の
絵
を
制
作
す
る

こ
と
は
、
全
く
未
知
の
光
景
を
想
像

で
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
や
、

描
く
事
に
よ
っ
て
起
こ
る
精
神
的
な

ス
ト
レ
ス
等
多
く
の
課
題
が
考
え
ら

ど
で
、
状
況
説
明
や
場
面
の
説
明
な

ど
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

被
爆
の
記
憶
を
多
く
の
方
に
伝
え
る

　

そ
も
そ
も
、
被
爆
の
惨
状
を
絵
に

描
く
時
、
直
接
被
爆
さ
れ
た
方
や
そ

の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
方
々

の
描
く
原
爆
の
絵
ほ
ど
、
真
に
迫
り

見
る
人
の
心
を
と
ら
え
る
絵
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
校
生
が
原
爆
の
絵
を

描
く
時
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
あ

り
の
ま
ま
の
被
爆
の
実
相
や
、
そ
の

時
の
被
爆
者
の
感
情
な
ど
と
て
も
表

現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

高
校
生
が
原
爆
の
絵
を
描
く
事
の
意

義
の
一
つ
は
、
完
成
し
た
作
品
が
被

爆
体
験
の
証
言
の
中
で
場
面
の
説
明

に
使
用
さ
れ
当
時
の
現
状
や
被
爆
者

の
方
の
記
憶
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。
更
に
も
う

一
つ
の
意
義
は
、
取
り
組
む
生
徒
た

ち
が
何
も
わ
か
ら
な
い
中
で
被
爆
者

の
方
と
対
峙
し
、
そ
の
思
い
に
寄
り

添
い
相
手
の
気
持
ち
を
察
し
な
が
ら

作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
活
動
を
通
し

て
平
和
へ
の
意
識
が
向
上
し
、
人
に

対
す
る
思
い
や
り
の
心
が
育
っ
て
い

く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

被
爆
証
言
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

　

原
爆
の
絵
の
制
作
に
関
わ
る
生
徒

へ
の
負
荷
は
か
な
り
大
き
な
も
の

で
あ
り
、
時
に
は
辛
く
な
っ
た
り
暗

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
爆
証
言
者

の
方
か
ら
直
接
お
話
を
聞
き
絵
に
し

て
い
く
こ
と
は
、
美
術
を
専
門
に
学

ん
で
い
る
創
造
表
現
コ
ー
ス
の
生
徒

に
と
っ
て
、
個
々
の
平
和
へ
の
意
識

を
具
現
化
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
判
断
し
制
作

依
頼
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
自
信
が
あ
る
事
と
、
証
言
者
の
方

の
思
い
に
寄
り
添
い
描
く
こ
と
を
条

件
に
、
希
望
者
を
募
り
ま
す
。
生
徒

は
被
爆
体
験
を
聴
き
、
想
像
を
絶
す

る
光
景
を
ど
う
描
く
の
か
悩
み
な
が

ら
も
、
資
料
を
集
め
、
証
言
者
の
方

と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
約

１
年
か
け
て
描
き
ま
す
。
完
成
し
た

作
品
は
平
和
記
念
資
料
館
に
寄
贈
さ

れ
、
証
言
者
が
被
爆
体
験
の
講
話
な

平和とよりよき　　生活をめざして

い
気
持
に
も
な
っ
た
り
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
経
験
を
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
人
生
に

と
っ
て
特
別
な
経
験
と
な
り
、
後
の

人
生
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
影
響

を
与
え
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
何
よ
り
、こ
の
「
原
爆
の
絵
」

の
制
作
は
、
生
徒
た
ち
が
証
言
者
さ

ん
の
気
持
ち
に
「
寄
り
添
う
」
こ
と

で
は
じ
め
て
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

誰
か
の
た
め
に
、
何
か
の
た
め
に
絵

を
描
く
、
と
い
う
、
普
段
の
制
作
と

は
全
く
違
っ
た
動
機
に
よ
っ
て
絵
を

描
く
と
い
う
こ
と
自
体
が
新
し
い
体

験
で
す
。
出
来
上
が
る
作
品
は
決
し

て
芸
術
的
な
意
味
を
持
つ
作
品
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
状
況
が
少

し
で
も
理
解
で
き
る
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
れ
ば
、
制
作
し
た
生
徒
に

と
っ
て
も
こ
の
上
な
い
喜
び
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

原
爆
の
絵
に
取
り
組
む
こ
と

【
編
集
室
か
ら
】

　

６
月
23
日
は
、
沖
縄
県
の
『
慰
霊
の

日
』
で
あ
る
。
例
年
こ
の
日
、
沖
縄
地
方

で
は
、
県
民
の
追
悼
が
各
所
で
開
催
さ
れ

る
。
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園
で
は
、
安

倍
首
相
が
参
加
し
た
追
悼
式
典
が
あ
り
、

そ
の
時
を
同
じ
く
し
て
平
和
創
造
の
森
公

園
で
は
、沖
縄
の
生
協
主
催
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
か
れ
た
▼
大
会

に
参
加
し
た
広
島
県
生
協
連
高
田
専
務
理

事
の
特
別
寄
稿
「
沖
縄
慰
霊
の
日
」
を
読

む
と
、
改
め
て
、
沖
縄
戦
の
悲
惨
さ
と
犠

牲
者
の
多
さ
に
心
が
打
た
れ
る
。（
米
軍
、

日
本
軍
、
沖
縄
県
民
合
わ
せ
て
約
20
万
人
）

特
に
、
こ
の
沖
縄
戦
で
は
、
20
万
人
の
う

ち
９
万
４
千
人
が
非
戦
闘
員
の
沖
縄
県
民

だ
っ
た
こ
と
を
想
う
と
、
胸
を
か
き
む
し

ら
れ
る
思
い
が
す
る
▼
ま
た
、
慰
霊
の
日

の
「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
で
、
沖
縄

県
浦
添
市
港
川
中
学
校
３
年
相
良
倫
子
さ

ん
が
朗
読
し
た
「
平
和
の
詩
」
に
は
、
全

身
が
総
毛
立
っ
た
。「
私
は
生
き
て
い
る
」

に
始
ま
っ
た
、
長
編
の
詩
は
、
東
シ
ナ
海

に
浮
か
ぶ
沖
縄
の
自
然
の
豊
か
さ
と
人
の

心
の
優
し
さ
を
、
格
調
の
高
い
言
葉
と
声

の
響
き
で
、
聴
く
者
の
心
奥
深
く
迫
っ
て

き
た
。
相
良
さ
ん
は
、「
私
は
何
と
美
し

い
島
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
、

い
ま
の
よ
ろ
こ
び
を
述
べ
、
こ
の
美
し
い

故
郷
か
ら
、「
一
人
一
人
が
立
ち
上
が
っ

て
み
ん
な
で
未
来
を
歩
ん
で
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
る
。
改
め
て
、
の
ほ
ほ
ん
と
生

き
て
い
る
こ
と
を
反
省
し
、
戦
争
の
愚
か

さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。（
Ｙ
）
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